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   
我が国の平成24年度の高齢化率は24.1％と超
高齢社会といわれ､ 介護者数も年々増加してい














る (神山, 2006)｡ また､ 介護予防活動支援事
業に参加している高齢者は､ 身体能力の向上の
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介護予防活動支援事業に参加することにより培われた高齢者のストレングスを明らかにすることを目的に､ 高齢者５
名を対象に半構成的面接を行い､ 質的帰納的方法で分析をした｡ その結果､ 介護予防活動支援事業に参加する高齢者の
ストレングスとして【日常生活に張り合いがあり､ 豊かな生活を送ることができる】【体に良いことを実感し､ 身体機
能が維持向上する】【新たな自分を見出している】【気遣い合い､ 交流できる関係性がある】【生活圏内に活動できる､
誇れる場所がある】などの11のストレングスが明らかになった｡ これらを整理すると､ [今後を見据えて､ 張り合いのあ
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に対し本研究の目的､ 意義､ 研究方法､ 所要時









































































































































































































Ｃ氏は ｢体操会場が近い｡｣ と語り､ 体操会
場が自宅から容易に行くことができる場所にあ
























































































な ｢結びつき｣ を有し､ ｢強み｣ を活かして､
｢拡張｣ していく強さのことであると述べてい




















神山は､ ｢場｣ (環境) の強さは､ 個人を規制
する面もあるが､ 個人を取りまく日本の社会的
なストレングスと捉えることができると述べて
おり､ 白澤は､ 強さの中には､ 環境面では介護
してくれる子どもの存在や昔なじみの友人の存
在といった地域での対人的な関係などが考えら
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